
冬の季節は暖房器具が原因による火災が増加します。

特に石油ストーブや石油ファンヒーターなどによる火災が多く発生しています。

暖房器具を取り扱う際は次のことに注意し楽しい冬を過ごしましょう！

火の用心！

ストーブをつけたまま寝ると、寝返り
などで布団がストーブに接触し、出
火する恐れがあります。

☑寝るときは必ず消火！ ☑暖房器具の周りは常に整理整頓！

布団、衣類、雑誌などの可燃物をストーブの
近くに置かないようにしましょう！
また、ストーブはカーテンや家具などから十分
な距離をとってください。

☑ストーブの近くに
スプレー缶は置かない！

ストーブの近くにスプレー
缶を置いておくと、
破裂する恐れが
あります！

は火災の多い季節です冬

☑ストーブの近くに
洗濯物を干さない！

ストーブの上部や周囲に洗濯物
を干さないでください。
気づかないうちに、
洗濯物がストーブ
に落下し、出火す
る恐れがあります！

☑給油する際は
ストーブを必ず消す！

給油する際には、必ず消してか
ら行いましょう！また、燃料タンク
の蓋は確実に閉めましょう。
燃料タンクの
蓋がはずれ、
漏れた灯油が
ストーブにかかり
出火するケース
もあります！

☑誤給油に注意しましょう！

間違ってガソリンを給油しないよう、油種を
確認してから給油しましょう！また、ガソリ
ンスタンドなどの販売店で購入する際は、
必ず油種を確認してから購入しましょう！

【問い合わせ先】

千曲坂城消防本部 予防課 予防係
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